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　皆さん、こんにちは。
3月はロータリーの「水と衛生月間」です。私たちにとって当たり前のよう
にある「水」ですが、世界では安全な水を確保できない人々が数多くい
ます。ロータリーはこれまで、井戸の掘削や浄水設備の整備などを通じ
て、多くの国で水と衛生環境の向上に貢献してきました。しかし、実は
私たち日本にとっても「水の確保」は他人事ではない問題になりつつあり
ます。
　近年、日本各地の水源地が外国資本に買収されているというニュー
スを耳にしたことがある方もいらっしゃると思います。
　農林水産省の調査によると、令和 5年（2023 年）の１年間で、外
国資本による森林取得が全国で33 件、合計 134ヘクタールに上りま
した（東京ドームに換算すると28個）。特に北海道では26件、117ヘクター
ルと、全体の約 87%を占めています。 
外国資本による森林取得に関する調査の結果について：林野庁
　これらの取得目的は「資産保有」や「住宅建設」などとされています
が、水源地の保全や地域の水供給への影響が懸念されています。日
本の法律では、民法第 207 条で「土地の所有権は、法令の制限内
において、その土地の上下に及ぶ」と規定されているため、法的には、
土地の所有者に、その地下にある水の利用権があると解釈されていま
す。 
　そのため、外国資本が水源地を取得した場合、地下水の過剰な採
取や水質の悪化など、地域の水環境に深刻な影響を及ぼす可能性が
あります。また、取得目的が明確でないケースも多く、地域住民の不安
を招いています。
　このような状況を受け、北海道や埼玉県などでは、水源地の保全を
目的とした条例を制定し、土地取得の事前届け出制を導入するなどの
対策を講じていますが、 全国的な法整備はまだ十分とは言えず、さらな
る対策が求められています。
　私たちロータリアンとしても、水資源の保護に向けてできることは多くあ
ります。地域の水源地の現状を把握し、保全活動に参加することや、
節水の意識を高める啓発活動を行うことなどが考えられます。また、行
政や他の団体と連携し、適切な水資源管理のための政策提言を行う
ことも重要です。
　水は命の源です。私たち一人ひとりが水資源の大切さを再認識し、
未来の世代に豊かな水環境を引き継ぐために、今一度水の問題につ
いて考えるきっかけになればと思います。
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■会長の時間 会長　中村　好孝
水と衛生月間

今週の
情報 次会のプログラム

本日のプログラム 卓話 障害者アート集団「フェースofワンダー」主宰 金子光史様

休会

■幹事報告 幹事　市川　孝幸

　本日は、イニシエーションスピーチです。苗村会員、よろしくお願いし
ます。
　３月の予定のお知らせをお送りしました。確認をお願いします。
　理事役員会の報告です。
•４月１日の例会は、相模大野センチュリーホテル8階で行います。時
間の変更はありません。
•大船渡山林火災の募金を行うことになりました。ご協力をお願いします。
•４月クラブフォーラムは55 周年式典等について行います。
詳細は、後日議事録をお送りしますので、ご確認をお願いします。

■イニシエーションスピーチ　 苗村　俊
　皆さま、本日は貴重なお時間をいただきありがとうございます。2月
に入会しました苗村俊と申します。本日は皆さまの前で３０分近くお時
間を頂戴するということで、大変恐縮しています。せっかくですので、
皆さまと仲良くなるきっかけを作るために、個人的な部分も含めお話し
させていただきます。自分から話しかけるのが苦手なので、もし共通点
を見つけていただきましたら次回以降声かけてもらえると嬉しいです。ど
うぞよろしくお願いいたします。

　まずは自己紹介をします。苗村俊と申します。１９８３年生まれ、
現在４１歳です。家族は妻と３人の子どもたち、５人家族です。子ど
もは長男が小学校６年生、長女が小学校３年生、次女が幼稚園の
年少です。自宅は東林間にあり、子どもたちは上鶴間小学校と林間
のぞみ幼稚園に通っています。出身は東京都の稲城市で生まれて、
小学生の時に狛江市に引っ越しまして、両親が住む実家は今も狛江
にあります。趣味は学生時代から吹奏楽をやっていたことで、主にク
ラシックを聴きます。あとはまだ初心者ですが、ゴルフを趣味にしよう
と一生懸命練習しています。
　次に仕事についてです。私は東林間駅前で「なえむら総合会計事
務所」を開設しており、２０１７年４月に独立開業して今年で８年目に
なります。公認会計士・税理士として、中小企業や個人事業主の
経営支援、相続税申告や事業承継支援、事業再生・M&A 支援
など色々な業務が出来るように日々頑張っています。従業員は正社
員３名、パート３名の小さな事務所です。場所は東林間駅下りてす
ぐなのでお近くにお立ち寄りの際はお気軽にご連絡ください。
　次は生まれてからについてです。会社員の父、専業主婦の母、
姉の４人家族でした。父親は大手ゼネコンに勤めており、今思うと比
較的恵まれていた家庭だなと思います。その後引っ越して、学校は
狛江市立の小中学校を経て、中央大学杉並高校、中央大学商学
部を卒業しています。もし中央大学出身の方がいらっしゃれば仲良く
していただければと思います。
　学生時代に打ち込んだこととして、吹奏楽が挙げられます。中学
から始めてのめりこみ、高校・大学は吹奏楽を基準に進学先を決め
たほどです。大学時代には憧れだった中央大学吹奏楽部に入部し、
全国大会で金賞を取れたのは良い思い出です。
　大学卒業後、部活に打ち込みすぎて就職活動をしておらず、「何
か専門性を持ちたい」と考えたことが公認会計士を目指したきっかけで
す。無職期間が2 年半ほどありましたが何とか試験に合格しました。
　ここから仕事についてです。公認会計士試験に合格後、監査法
人で大企業の会計監査を経験し、税理士法人では中小企業の事
業再生支援にも携わりました。しかし、どちらも遠方への出張が多く、
将来を考えたときに「地元・相模原で地域の企業を支えたい」と思
い、２０１７年に独立開業しました。
　開業当初は顧客ゼロの状態で、相模大野のシェアオフィスからスター
トしました。非常勤の業務を行いながら、地域活動を通じて少しずつ
お客様とのつながりを築いてきました。
　独立後、地域との接点を作るために相模原青年会議所（JC）に入
会しました。何も知らないところからのスタートでしたが、約７年間、４０
歳まで活動しました。最初は仕事を増やすことが目的でしたが、次第
に考え方が変わり、仲間のため、地域のために行動するようになりま
した。JCでは行政や地域企業と連携しながら沢山の事業を企画・
実施し、成功・失敗を沢山経験させていただきました。
　JCでの活動を通じて、地域にはさまざまな社会課題があること、
そして仕事以外の時間を使って地域活動をしている方が多くいること
を知りました。ロータリークラブもその一つではないかと思っています。
その課題に自分なりに向き合う方法として、今年４ 月から相模女子
大学大学院 社会企業研究科に通う予定です。ここでは「社会課題
をビジネスで解決する」というテーマのもと、地域の課題を持続可能な
ビジネスモデルで解決するスキルを学びます。
　1. 社会課題をビジネスで解決する道筋を探りたい
　2. 新しい環境で挑戦し、自分自身を成長させたい。
この目標を達成するために、今後は公認会計士・税理士という立場
を生かして、地域の中小企業や起業家を支援する仕組みを作り、ま
た、自分自身でも起業したいと思っています。
　本日は、私のこれまでの歩みと、これからの挑戦についてお話しさ
せていただきました。人生経験が豊富な皆さまに、私自身これから学
ばせていただくことが多いと感じています。今後も、地域を通じたつ
ながりを大切にしながら、皆さまとより深く関わっていければと考えて
います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。ご清聴ありがとうご
ざいました。
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出　席 欠　席出　席（％）合　計メイクアップ
前々回

第 2536回     3月   4日

第 2534回     2月 1 8日

□出席報告：出席委員会 　 3月4日
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第2536回（今年度第25回）例会 食事ロス 81,000円現在までの通算食事ロス

2月18日（修正）完全欠席＝青木、一ノ瀬、大野、小川、澁谷(直)、杉山、関、中山(正)、中山(智)、松山、溝渕、森泉

■本日のスマイル   44,000円
■累　　　 計  965,120円

■本日のスマイルBOX
小野田　勝宏 君
★誕生日のプレゼントを頂きありがとうございます。だんだん誕生日がきら
いになっています。
加藤　岳 君
★お誕生日のお祝いありがとうございます。
鈴木　昌彦 君
★誕生日のお祝い、ありがとうございます。
中山　智晃 君
★遅くなりましたが、結婚記念日の祝いの品ありがとうございました。
苗村　俊 君
★妻への誕生日祝いありがとうございます。本日イニシエーションスピーチ
よろしくお願いします。
中山　正太郎 君
★48才になりました。ありがとうございます。あと12年で 60才です。が
んばります。
江田　昌弘 君
★お誕生日プレゼントありがとうございます。

中村　好孝 君
★壁谷玲様、ようこそお越しくださいました。ご入会お待ちしております。
また、元青少年交換留学生の三橋まなみ様、エミリーを支えていただき
ましてありがとうございます。苗村様、本日のイニシエーションスピーチ
どうぞよろしくお願いします。
大谷　新一郎 君
★壁谷さん、ようこそ我クラブにいらっしゃいました。私のガタガタの歯を
直して頂いており感謝いたします。
足立　旬一 君・雫田　直輝 君・栗林　一郎 君
★三橋まなみ様、ご無沙汰しております。壁谷様、ご入会お待ち申しあ
げます。苗村様、卓話を楽しみにしております。
三枝　富博 君
★エミリーさん明るく元気で何よりです。三橋さんようこそ。壁谷さんRC
ライフを楽しんでください。苗村さんイニシエーションスピーチ楽しみに
しています。
若林　美佳 君
★ゲストの皆様ようこそお越しくださいました。楽しんで行ってください。
本日第2グループ炉辺会です。あたたかい服装で気を付けてお越しく
ださい。お待ちしております！！
市川　孝幸 君
★結婚記念日のお祝い、ありがとうございました。

■慶祝
誕生日記念祝 （ご夫人）
3月 4日　伊藤　清明 君　　夫人　裕貴子 様
3月 4日　渋谷　勝 　君　　夫人　せつ子 様
3月 8日　三枝　富博 君　　夫人　美代子 様
3月26日　苗村　俊 　君　　夫人　絵理佳 様

誕生日記念祝（ご本人）
3月 2日　江田　　昌弘 君
3月 9日　中山　　正太郎 君
3月12日　小野田　勝宏 君
3月20日　加藤　　岳 君
3月30日　鈴木　　昌彦 君

結婚記念日
3月 6日　市川　孝幸 君
3月18日　松山　隆雄 君
3月26日　岩本　勉　 君

■本日のビジター

エミリー・ソフィー・バウシュ様（青少年交換学生）

三橋　まなみ様（元青少年交換学生）

壁谷　玲様（入会候補者）
かべや れい

■例会の様子

0円

■スピーチ　 エミリー・ソフィー・バウシュ さん（青少年交換学生）
みなさん、こんにちは。絵美璃です。
一週間前にホストチェンジをして、今三番目のホストファミリーのうちに住
んでいます。現在、厚木市に住んでいます。
土曜日にホストファミリーのみんなと一緒に東京スカイツリーに行きまし
た。夜景はとても綺麗でした。
日曜日に白石さんの友達と一緒に鎌倉に行きました。前に私は「ああ、
全部知ってる」と思いましたけど、見たことがないお寺みました。
昨日、相模原柴胡 RCの例会に行って、スピーチをしました。
ご清聴ありがとうございました。

医になりたいと言っていたのですが、今は特に子宮頚がんについて
関心があります。基礎上級では、子宮頚がんの原因になる、HPV
というウイルスについて研究していこうと思っています。（副作用の問
題で一時期定期接種が差押えになってしまい、1 年前にまたワクチン
が復活したのですが、接種率が30%ととても低いです。子宮頚がん
をほぼ確実に防ぐことができるので、接種を推奨していただきたいで
す。）
　次に、課外活動では、バレーボール部、水泳部、PR-Labという
私たちの学年で立ち上げたPR-Labという広報サークル、3 つのア
ルバイトをしています。そんなたくさんのことが一変にできるのかと思うと
思うのですが、全部少しずつなので両立することができています。バ
レーボール部は 30 人くらいの規模ですが、主将を勤めています。昨
年度は北医体という東北地方の医療系の大会で優勝しました。部活
最後の年になるので今年度も頑張っていきたいと思います。また、サー
クルでは、福島の子供たちに医療に関心を持ってもらうために、福島
放送とコラボして医療系の体験イベント開いたりしたいます。その様子
が少し新聞に取り上げられたりしました。
　私は、青少年交換プログラムを通して得られたことは、語学だけで
はなく、チャレンジ精神・行動力・実行力だと思っています。派遣前は、
何かと周りに合わせて行動したり、発言したりすることが多かったと思
います。ですが、派遣中は常に、自分が何をしたいのか、なんでし
たいのか、何を思っているのかを伝えていかなければ、自分が留学
生というマイノリティだからこそ伝わらないと思います。だからこそ、流さ
れるのではなく、ぶれない軸のようなものを作れたと思います。
　この大学 3 年間では、勉学もですが、主に学内活動メインで行っ
てきたので、4 年生から大学生活も折り返しになるので、自分の興味
がある分野でできることがあったら、海外などにもまた視野を広げてい
きたいと思っています。

■スピーチ 三橋　まなみ さん（元青少年交換学生）
　2018-19 年度、ドイツ派遣の三橋まなみです。現在福島県立医
科大学の医学部 3 年生で、4月から4 年生になります。2/14に大
学の期末テストが終わり、エミリーも来るということだったので、神奈川
に帰省中です。今日は、ドイツ派遣を終えて、医学部に入り、私が
今何を大学でしているかを話したいと思います。学業、課外活動の
順番で話していきます。
　まず、学業では 1 年生では教養科目、2 年生で基礎医学、3 年
生では循環器、消化器などの臨床医学を履修しました。2月の初め
から2週間あったテストが、6年間の中でも1番難しいと言われていて、
それは 14 科目を2 週間に詰め込まれているからです。テストは大体
11時から始まるので、テスト期間毎日4時まで勉強して3時間寝て、
7 時に起きて大学に向かうという生活を送っていました。今までで 1
番たくさんのことを詰め込んだ2 週間でした。
　4 年生の 4月からは、2ヶ月間、基礎上級といって各医局に配属
されて研究を行っていきます。私は、ドイツに行く前から、産婦人科


